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治
タイプライタ
認知の無効

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　一郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
認知届書の記載事項証明書　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　一郎

治
タイプライタ
サイトウ　イチロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
２３
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治
タイプライタ
申立人の相手方に対する認知は無効であることを確認する旨の調停及び審判を
求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、相手方法定代理人母と平成＊＊年＊＊月頃から知り合い内縁
関係にありました。しかし、当時相手方母はすでに申立外他男＊＊＊＊の子
を懐胎しており、平成＊＊年＊＊月＊＊日相手方を出産しました。
２　申立人は、その後相手方母と正式に婚姻しましたが、その際に、相手方
を認知するように頼まれたため、婚姻届と同時に認知の届出をしました。
３　申立人と相手方母とはその後不和となり、平成＊＊年＊＊月＊＊日協議
離婚をしましたが、相手方に対する認知は事実に反するので、認知無効を求
めるために本申立をします。




